
　学びの場を問わず、学校生活を送るうえで必要な医療的ケアについては、就学相談
時にお話を伺い、対応方法について検討していきます。
学校には、医師が駐在していないため、医療的ケアの実施にあたっては、【医師の指示書】 

のもと、原則看護師が対応いたします。看護師が学校生活において医療的ケアを安全に
実施するために、ケアの内容や手技等において御相談する場合があります。
（学校では、喀痰吸引など特定行為の研修を修了した教員や学校介護職員も医療的ケア
を実施しています。）

入学後の医療的ケアについて6

もし、入学した学校が
子どもに合っていないと感じたら？7

　就学時に決定した学びの場は、お子さんの成長や適応の状況、学校環境等により、
必要に応じて変更（転学）の相談ができます。

　お子さんの障害の状態の変化や様々な事情等がある場合、まずは担任の先生へ
御相談ください。
　転居を伴わない転学については、原則、年度替わりとなります。

副籍ってどういう制度？
地域との交流って
何をするんだろう？

　副籍制度とは、都立特別支援学校の小・中学部に在籍する児童・生徒が、居住する
地域の区市町村立小・中学校に副次的な籍をもち、直接的な交流や間接的な交流を
通じて、居住する地域とのつながりの維持・継続を図る制度のことです。

地域で共に支え合う
共生社会を構築します

副籍制度＝「心の教育」

都立特別支援学校の小・中学部に
在籍する児童・生徒

交流・
相互理解

居住する地域の区市町村立
小・中学校（地域指定校）
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『就学相談について聞いてみた（後編）』

保護者へのインタビュー

保護者等の引率のもと、都立特別支
援学校の生徒が地域指定校の授業や
学校行事に参加し交流します。

自己紹介カードや学校だよりの交
換、展覧会での作品発表など通して、
交流をはかります。

学校行事への参加
●学芸会 ●文化祭 ●展覧会 ●運動会

学校生活への参加
●授業●給食●部活●授業●給食●部活

直接的な交流 間接的な交流

動画コンテンツ（字幕機能が使えます）

WEBサイト

『東京都教育委員会　医療的ケア』

　副籍制度とは、都立特別支援学校の小・中学部に在籍する児童・生徒が、居住する


